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ン
大
赦
皿
用
宅
帥
ウ
イ
ン
チ
ー
」
で
公
Ｉ
ん
か
八
川
に
似
す
る
こ
ヒ
シ
ら
、
謝
に
り
出
四
千
四
白
円

’
Ｑ
工
し
た
力
で
、
‐
敷
地
内
（
稲
周
町
の
近
代
的
伍
械
が
設
備
さ
わ
、
こ
）
設
で
き
る
わ
け
で
す
　
　
　
　
　
６
、
申
込
力
Ｉ

じ
丁
目
ト
」
ピ
に
近
に
的
処
川
収
設
そ
備
を
‐
・
田
し
て
、
牛
や
豚
か
能
ぷ
的
に

10

08

　4

22

………　66則

∧16,866

j……18,02'^

　　U岬

　　9,468

　152.726

　　‘･しIn I

………2,80∩

　　4.674

　　73.2fl8

　　73，183

　　32,178
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　　｜7,H町

　　う6, 304 i

　　33.SI0

　　(1.728
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　　3,267 1
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　60,000

　30.289

　30, 28f>
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毀

費

費

叩

賢

護

助

!

■

:

査委

　生
余同

早柵

汗保

男救

　生
何術

　坪

し

民

監

づ

　　心

　　災

4 衛

　　保

　　清

貸
費

片孔
働

下

５労

　3, 73r>

120,332

566.191 1

　55,63ト

346,066

91,IM

20,31b

15,008 1

35,878 1

570,873

　22,770

228,21'^

　6.srv5

138, 7う7

174, 268

141,649

763,568

　
　
　
　
　
　
　
－
‐

費
費
費
費
費

対策

　業

票

半

　　失業

６農　林

　　農

　　什

工
木

商

土

７

72, 780!

　土■■＼:竹Til町

心片，＼nりょう費

　河　川　??

　祁市計両町

　什　丿　費

消　防　費

教　育　費

－
―
―

や
　
・

り

10

402,370

に4,いト

27,0-1卜

一 一

5-32

　－

0.03

100
一一

　　　　0

△1,070

　　　　11

　　　　0

　683,000

　　2,048

　　　　2

　184,813

　　　　1

　　1,000

2,774,800

36,903

94,183

　5,315

　　　2

教育悦咋n

小学校叫

巾学校費

幼稚1伺費

学枝折育費
柚余教育叫

保健体育費

　害復旧費
183,743 1

　　12 1

　1,000

－
－
‐

費
金
費

憤
　
備

　
　
支

計　　　3,457,800 1
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回
一
ｍ
　
Ｉ
ｆ

ｊ
　
Ｉ
１
１
１

・
　
　
・

場畜となた近代的完工し

て
お
り
ま
す
ご
１
　
れ
に
っ
い
て
、
聚
近

よ
う
や
く
‐
加
奈
区
分
権
が
璽
川
化

さ
れ
る
こ
ヒ
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
郵

似
物
白
Ｉ
の
呪
・
隋
へ
か
に
．
・
郵
便
番

い

を
潟
き
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
し
に
ょ

う
ヽ
人
４
　
に
よ
る
.
-
―
:
^
-
i
.
は
剔
む
ろ
ん
、

一
機
械
に
よ
る
卯
系
的
な
吋
認
か
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
Ｉ
Ｉ
今
馬
人
な
’

さ
ん
か
ら
お
Ｉ
し
に
な
る
郵
便
物
に
旦

必
ず
わ
く
（
朱
色
ま
た
は
金
赤
色
）
と

郵
便
盾
号
か
附
き
入
れ
て
く
だ
さ
る
よ

写
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

・
な
お
わ
く
の
位
県
、
大
き
さ
、
記
入

方
状
な
ど
は
近
く
各
塞
胚
に
お
届
け
す

る
う
蜀
便
番
号
簿
に
に
も
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
岡
筒

郵
便
届
郵
便
渥
へ
右
に
ず
ね
く
だ
さ
い

四
月
の
市
民
法
律
、

事
故
相
談
日

日

交
通

ｎ
四
月
八
口
と
二
十
二
日

　
　
　
　
午
汐
時
～
［
三
十
分

一
一
、
場
所
岡
崎
小
土
予
セ
ン
タ
ー

三
、
担
当
者
名
古
田
弁
護
丈
八

四
、
費
用
無
料
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りよだ市日３年４月１昭和４

●

・
　
　
一

ル
ハ
づ
ラ
…
…
…
耳
｛
｝
．
ｔ
ｙ
分
と
れ
だ
ｔ
全
都
む
実
現

～
。
～
び
ン
…
…
…
…
…
ｊ
ｒ
‘
　
～
～
　
ら
　
｀
、
ｊ
ｆ
、
｀
ｊ
～
～
。
勺
～
弐
ル
｀
’
ｊ
、
］
・

き
め
の
こ
ま
か
い
予
算
編
成

4
3
年
度
施
政
基
本
方
針

案
を
は
に
拓
、
各
案
件
の
こ
審
ａ
を
い

冷
言
哺
押
白
滝
言
路
ッ
し
け

こ
の
ほ
か
、
国
鉄
岡
多
線
の
並
行
と

　
木
年
度
は
さ
ら
に
世
代
を
担
な
う
Ｊ
お
ｋ
輦
否
方
で
、
関
連
企
菜
の

一
く
片
人
の
教
震
と
レ
ク
リ
エ
１
シ
’
ン
逼
出
に
対
処
し
、
こ
の
地
域
の
排
水
施

た
だ
く
た
め
、
Ｉ
圓
巾
謡
会
か
開
含
玉
わ
せ
て
、
八
帖
、
板
μ
地
区
あ
る
い
．
の
湯
と
し
て
「
勁
方
青
少
年
ホ
ー
ム
」
廠
に
つ
い
て
は
、
隣
接
安
球
市
と
共
同

れ
る
に
あ
た
り
、
交
．
這
に
沁
案
し
て
．
は
、
・
国
鉄
岡
崎
駅
周
辺
地
区
の
再
即
泊
を
建
股
し
た
り
．
従
来
か
ら
お
し
延
め
』
で
特
別
都
市
下
水
路
事
業
と
し
て
、
実

お
り
ま
す
予
算
案
な
ど
の
大
要
と
あ
わ
も
近
く
具
体
化
の
涸
び
と
な
り
、
ま
た

せ
て
日
ご
ろ
の
抱
負
Ｉ
端
を
叩
し
述

回

務
喪
｛
跡
地
の
間
発
計
凹
に
関
連
す

べ
た
い
と
斤
じ
ま
ず
Ｋ
?
:
s
j
尺
小
宇
佼
跡
地
に
は
、
市
民
い
こ

　
杢
１
１
１
…
も
入
口
二
し
万
を
輝
す
る
摺
巾
い
の
助
と
し
て
、
今
ま
で
に
な
い
規
俣

と
な
り
声
だ
・
こ
れ
は
帽
民
各
Ｉ
の
一
の
大
き
い
健
全
娯
楽
の
セ
ン
タ
ー
建
殷

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
と
憚
乱
意
を
表
一
が
進
や
沢
｀
ま
た
昨
圧
麗
し
た
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
私
も
微
-
1
1
"
-
1
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市

長
就
任
以
来
、
こ
の
岡
崎
の
町
を
剛
る

く
楽
し
く
暮
す
豊
か
な
町
と
す
る
た
め

に
、
時
代
に
即
心
し
た
蛙
設
、
レ
ジ
Λ

Ｉ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
于
か
け
て
ま

い
り
ま
し
た
か
、
什
望
の
東
名
高
速
自

動
市
道
路
は
、
近
く
悶
通
０
運
び
と
な

り
、
国
道
二
四
八
号
絲
の
一
部
完
成
と

あ
い
ま
っ
て
、
い
よ
い
ぷ
中
部
圏
の
地

方
拠
原
祁
市
と
し
て
の
形
態
か
さ
ら
に

加
え
て
ま
い
り
奔
し
た
。

　
一
力
束
海
道
線
の
環
状
線
的
役
割
を

は
た
す
、
国
鉄
岡
多
線
も
複
線
電
化
の

近
代
装
備
を
誇
る
工
事
か
延
め
ら
れ
、

ま
た
矢
作
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
も
本
格

的
と
な
り
、
豊
富
な
水
資
源
を
吠
保
す

る
こ
と
も
で
き
、
私
の
念
願
と
し
て
お

り
ま
す
本
市
独
自
の
将
来
計
画
に
基
づ

傑
い
ご
理
解
に
よ
り
懸
案
０
５
莱
も
Ｉ

こ
と
に
対
し
、
厚
く
ぉ
礼
巾
し
あ
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
で

け
る
地
政
開
発
は
、
恵
半
沢
だ
広
大
な

市
秒
こ
、
均
衡
の
と
れ
た
ヤ
辿
条
件
を

最
大
阻
に
い
か
し
、
巾
幻
他
行
と
組
（

の
手
で
頌
調
に
沈
め
ら
れ
、
中
部
土
地

区
画
狼
煙
事
笑
を
は
じ
め
、
鴨
田
、
・
屯

一

可
の
運
び
と
な
る
南
部
～
砲
区
㈲
整
理

事
業
な
ど
、
着
々
と
進
行
し
て
、
す
で

「
市
民
会
館
」
、
「
助
く
老
の
山
の
家

」
も
広
く
活
川
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

‥-一一一
行

り
歩
Ｌ
だ
義
窃
教
育
池
殿
の
整
・
施
す
る
こ
と
と
し
、
四
士
二
年
波
か
ら

前
年
に
引
き
続
享
限
度
か
ら
特
に
強

純
期
間
に
解
消
を
は
か
る
べ
く
一
着
工
す
る
よ
う
近
く
事
蕊
冊
の
申
謂

リ
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μ
つ
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ｆ
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ｆ
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ｃ
４
１
ｃ
一
ノ
ｆ
！
″
ｊ
↓
ｓ
ｌ
ｌ
ｔ
・
ｔ
一
。
／
。
１
７
‐
　
ぐ
゛
し
［
・
１
ｙ

力
に
推
進
す
る
方
針
で
ご
ざ
い
ま
す
。
］
こ
の
ほ
か
、
遅
わ
て
い
る
農
業
経
営

　
矢
作
地
区
に
お
け
會
涯
自
動
巾
工
の
改
善
、
中
小
企
業
の
金
融
拡
巾
、
保

場
建
汲
も
懸
案
問
題
が
解
決
さ
剌
、
す

一
奇
國
児
の
川
加
に
伴
う
施
設
の
拡
充
、

で
に
農
地
松
田
も
許
可
さ
れ
て
、
い
よ

い
よ
本
格
的
な
工
事
に
着
手
す
る
見
と

を
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

老
Ａ
伺
祉
の
増
進
、
あ
る
い
は
全
国
的

な
詫
ｙ
問
題
と
し
て
と
り
・
あ
げ
ら
れ
て

い
る
寮
逼
安
全
対
策
な
Ｉ
至
要
施
策
の

遂
行
を
強
句
に
は
か
る
所
斤
で
ご
ざ
い
、

ま
で
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
丈
夫
学
の
誘
致
に
つ
毫
乙
で
脱

績
会
側
の
特
別
の
ご
協
力
に
よ
り
４
亡

て
、
一
応
の
明
る
み
も
兄
凡
て
ま
い
っ

た
気
が
い
た
し
康
て
こ
の
機
μ
を
失

せ
ず
、
各
方
面
・
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

早
間
実
現
に
協
力
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
国
の
景
気
抑
制
策
と
財
政
の
硬
直

化
の
体
質
・
改
善
は
本
年
曖
も
引
き
続
い

て
推
察
冊
笞
し
思
わ
れ
ま
す
か
、
木

交
通
安
全
施
設
と

　
道
路
舗
装
、
補
修
に
重
点

　 　 　
土
　
木
　
費

　 　
―
－
－
―
－
－
－
’
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
－
－
－
”

　
政
則
す
る
ゾ
通
事
故
を
防
申
し
．
歩

行
七
一
円
安
全
と
巾
両
交
通
の
円
満
を
は

か
る
た
め
り
交
通
安
発
売
設
の
祁
佛
に

は
、
昨
年
目
映
特
に
意
を
用
い
る
も
内

で
あ
り
ま
で

乱
副
ヤ
こ
ご
い
お
剔
に
万
言
、
奈
｛
名
晋
言
説

け
る
企
業
誘
致
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、

奸
調
な
巾
税
収
入
に
又
え
ら
れ
、
健
ｙ

性
を
維
持
す
る
こ
と
か
で
き
る
と
ぱ
じ

ま
す
の
で
、
本
年
度
も
従
来
ど
お
り
の

活
気
あ
る
施
策
忿
弓
え
、
希
望
と
同
旨

に
員
ち
た
冷
め
祠
か
い
予
鈴
の
編
戊
を

い
た
し
奔
し
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

以
ド
順
次
特
に
慧
を
用
い
た
点
に
つ
い

て
、
概
娶
を
説
明
申
し
あ
げ
ま
す
。

団
体
の
・
交
通
安
企
厖
設
お
よ
び
遜
片
整

備
の
目
的
財
源
と
し
て
自
励
頃
取
９
　
悦

の
配
卵
な
ど
特
別
父
付
金
か
あ
る
皿
込

λ
で
あ
り
ま
す
か
、
重
付
額
か
確
定
次

第
袖
正
予
算
を
も
っ
て
お
顛
い
巾
し
あ

げ
る
予
心
で
ご
ざ
い
ま
す
．

　
舗
裴
事
鬘
に
つ
い
て
は
．
従
来
の
耐

久
性
の
あ
る
浸
透
式
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
兄

剤
処
即
方
式
に
卵
え
、
本
年
ぽ
．
は
新
規

た
の
で
、
氷
年
度
か
ら
日
石
町
閲
酒
田

伶
り
ょ
う
の
新
罹
に
着
手
す
る
と
と
も

に
ヽ
予
Ｉ
掘
内
に
あ
る
高
圧
鉄
塔
の
移

紅
を
計
画
し
て
お
り
・
ま
す
。
ま
た
、
保

母
町
地
内
の
渡
剔
線
に
つ
い
て
も
削
年
‘

」
に
川
地
買
収
を
冗
了
し
た
東
石
高
速

道
茫
寄
り
・
の
二
百
メ
ー
ト
ル
余
の
築
造

か
す
る
と
と
も
に
、
国
心
　
　
号
絲
へ
連

絡
す
る
た
め
、
新
た
に
刷
地
り
。
部
買

収
を
世
め
る
予
Ｉ
で
あ
り
・
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
も
津
地
」
の
殿
臨
線
を
硯
ろ
高

墟
だ
路
ま
で
舗
装
新
設
、
朋
代
佑
線
な

ど
の
舗
装
修
繕
を
胆
ゾ
呑
な
ど
、
巾

内
幹
程
■
ａ
路
の
新
設
改
良
喀
備
事
娯
費

と
し
て
Ｉ
キ
百
余
万
円
を
計
上
ト
ｙ
ゞ
し

い
訓
Ｌ
ｙ
Ｌ
断
１
　
ｙ
Λ

定
し
、
そ
の
所
姿
綿
費
は
一
隠
二
千
八

　
．
、
ｙ
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＾
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＾
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百
余
ノ
円
と
し
施
行
禧
愚
Ｉ
股
ｊ
ど
州
止
予
算
で
お
願
い
す
る
予
定
で
す

修
を
あ
わ
せ
て
二
十
五
万
五
千
平
カ
メ

ー
ト
ル
を
予
定
、
肝
面
事
業
の
改
善
に

男
月
」
心
い
と
俘
じ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
一
般
道
路
、
橋
り
よ
・
つ

　
な
お
、
国
山
神
肋
小
気
に
つ
い
て
は

建
設
Ｉ
の
俑
足
を
ま
っ
て
材
木
町
暇
な

公
園
事
業
　
　
　
は
岡
崎
公
國

を
は
し
め
、
市
内
の
児
童
公
園
の
整
備

の
た
め
、
八
百
余
万
円
を
計
Ｌ
Ｕ
、
市

お
よ
び
刈
川
に
つ
い
て
は
、
畝
猫
敬
見
回
な
ら
・
び
に
児
童
の
い
こ
い
の
場
と
し

す
る
四
十
八
ヵ
所
分
の
所
優
拝
費
を
計
・

ト
Ｕ
て
お
り
ま
す
。

都
市
計
画
事
業

は
、
す
で
に

四
十
．
年
『
ぼ
か
ら
施
行
し
て
お
り
ま
す

て
環
境
・
心
斑
猫
を
は
か
る
も
　
０
で
あ
り

ま
す
。
Ｊ
低
～
本
年
ぽ
特
に
渠
公
園
整

備
小
業
と
し
て
、
入
‥
］
鳩
ケ
池
は
近
の

約
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
駐
弔
場
用
地

と
し
て
買
収
を
進
め
る
考
え
で
あ
り
ま

中
部
土
地
区
国
防
赳
区
域
内
の
麗
状
皿
す
。

ぶ
１
　
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
冗
了
い
た
し
ま
し

民
　
生
　
費

都
市
改
造
事
業
．
］
は
、
す
Ｉ

．
助
と
し
て
、
新
し
く
こ
ど
も
０
遊
び

場
の
Ｉ
備
竃
補
助
、
老
人
に
携
帯
用
ヴ
『

増
額
を
行
な
う
と
と
も
に
梅
妁
花
畏
老

ぶ

ご
承
知
ツ
一
お
り
鯛
可
八
帖
地
．
に
に

お
け
る
串
条
佃
行
」
域
も
Ｉ
定
さ
れ
、

ず
る
こ
と
と
い
た
し
書
し
た
。

汪
よ
い
よ
事
盾
に
着
宇
で
き
る
は
こ
び

て
Ｉ
・
な
り
ま
し
た
か
、
こ
れ
に
閔
連
す
る

示
栞
予
算
は
、
小
柴
段
計
が
で
き
次
第

す
み
め
か
に
和
正
ｒ
算
を
も
っ
て
お
厠

い
す
る
予
に
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
閥

一

同
駅
周
辺
地
区
］
図
出
格
即
事
業
は
、

本
年
ぽ
巾
に
区
域
ぺ
こ
と
一
部
事
笑
者

手
ま
て
こ
ぎ
つ
け
る
べ
く
、
目
下
地
。
区

内
関
娘
心
説
照
苔
続
け
て
お
り
、

こ
れ
ら
弔
裳
準
備
に
鼎
す
る
経
貧
を
見

込
λ
、
早
川
実
瓊
力
こ
め
ｙ
刀
し
て
ま

い
る
も
の
で
あ
０
ま
す
。

全
市
週
二
回
ご
み
収
集

　
機
動
力
を
強
化

　
　
　
収
集
車
三
台
購
入

衛
生
費
一

　
衛
生
関
係
賢
は
、
機
勧
性
の
m
>
衛

で
秦
務
の
跨
訂
市
」
の
健
康
保
持
旭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
声
　

一

址
の
た
め
、
予
防
接
種
用
中
両
の
更
新
Ｌ
石
、
融
賢
の
わ
く
を
ひ
ろ
げ
内
容
も

と
万
能
消
毒
車
の
同
入
を
計
画
い
た
し

一
改
善
し
て
中
小
企
業
の
金
融
を
円
柵
に

ま
し
た
・
ご
み
、
し
畔
汚
水
な
ど
終
一
し
て
、
健
全
な
発
展
と
経
営
の
合
理
化

末
処
理
施
設
の
よ
り
よ
い
維
持
管
理
と
一
を
助
長
公
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
・

ご
み
の
収
集
の
機
動
力
強
化
の
た
め
収
　
　
消
費
者
行
政
対
策
と
し
て
「
青
果
物

東
巾
一
言
を
購
入
し
、
す
で
に
実
櫛
し

て
い
る
夜
間
収
東
区
繋
翼
ぴ
新
規
収

槃
地
域
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
一
部

郊
外
地
域
を
啓
蒙
市
週
二
回
の
ご
み

収
集
を
実
崩
じ
、
住
居
地
域
の
浄
化
に

よ
る
祁
市
美
化
の
推
進
を
は
か
る
一
方

公
衆
便
所
を
逐
次
水
洗
化
し
、
環
境
衛

生
の
万
全
に
努
め
る
も
の
で
あ
り
ホ
予

中
小
企
業
に
大
巾
な
融
資

　
六
千
五
百
万
円
を
計
上

商
工
費
一

　
商
～
費
部
門
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

小
企
業
の
経
営
の
合
理
化
、
特
産
品
の

販
路
拡
張
、
地
域
商
工
団
体
の
助
長
、

食
鳥
、
豚
肉
」
の
剖
引
販
充
日
を
県
下

に
先
か
け
て
設
定
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

市
氏
の
好
評
を
財
、
そ
の
効
咀
恚
７

に
上
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
か
ん

か
人
僅
少
・
Ｉ
ほ
あ
り
ま
す
が
、
励
年
度

よ
り
予
算
を
増
額
し
て
、
商
品
の
適
止

驚
日
食
品
衛
生
、
品
鷺
佃
恪
な
ど
に
つ

い
て
販
尤
人
。
一
般
消
費
者
の
掴
導
、

消
費
塗
柄
モ
ニ
タ
ー
の
引
き
続
い
て
の

設
置
な
ど
消
費
者
行
政
を
な
お
い
っ
そ

う
延
展
さ
せ
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

消
防
車
三
台
購
入

消

防
費

年
々
増
加
す
る
災
害
に
対
応
す
る
防

本
市
繊
維
～
業
の
育
成
な
ど
同
工
業
振
飛
旭
勢
の
ぽ
ウ
葵
制
す
る
た
め
消
防
ボ

Ｒ
施
策
を
盛
り
こ
ん
で
お
り
ま
す
。
特

に
中
小
企
業
へ
の
金
融
対
策
と
し
て
、

昨
年
に
く
ら
べ
て
預
託
金
。
千
五
百
万

１
に
く
"
Ａ
Ｘ
　
i
-
'
ｉ
ｆ
ｉ
Ｍ
.
v
n

.
　
r
ｒ
:
+
H
M
l
K
几
．
宍
１

円
を
増
額
し
て
、
六
千
五
頁
万
円
を
計
一
あ
り
ま
す
．

ン
プ
自
動
吏
一
石
の
災
新
と
、
消
防
水

利
を
主
と
す
る
諸
．
池
沢
の
拡
充
を
は
か

り
防
災
態
勢
の
万
全
夕
嘲
す
る
も
の
で
Ｉ

市
営
住
宅
は
百
十
六
戸

　
　
申
之
郷
団
地
に
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
住
　
宅
　
費

　
　
　

　

　
住
宅
費
は
、
昭
和
四
１
　
一
年
か
ら
は

じ
ま
っ
た
国
の
Ｉ
宅
建
設
五
ヵ
年
計
回

に
よ
る
本
山
の
建
設
目
標
五
百
四
レ
戸

百
八
十
八
戸
の
建
設
を
完
ｒ
し
ま
し
た

が
、
三
年
目
に
や
る
本
年
も
、
簡
易
耐

火
福
造
住
宅
第
　
　
佃
八
十
四
戸
、
同
じ

く
第
二
都
五
十
二
戸
、
計
百
土
ハ
戸
を

中
之
郷
団
地
に
建
設
し
、
該
』
所
得
者

の
住
宅
緩
和
の
た
め
所
勁
経
費
一
回
四

千
百
万
円
を
計

　
１
　
　
　
い
た
し
書
い
こ
。

築
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
か
、
昭
和

二
十
九
年
来
の
町
村
合
併
と
、
年
ご
と

に
増
加
す
る
事
務
に
対
し
、
所
要
職
員

も
増
加
し
、
そ
の
改
築
犯
里
右
て
お

り
ま
し
た
が
、
戦
災
復
興
を
は
じ
め
と

に
よ
り
急
廊
を
し
の
い
で
ま
い
り
ま
し
・

た
か
、
長
朗
に
わ
た
り
市
民
各
位
に
は

ご
迷
惑
を
か
け
、
蔀
員
も
不
日
由
を
し

の
ん
で
き
た
の
で
、
最
近
各
力
面
か
ら

平
年
変
化
に
加
え
、
伝
統
的
で
あ
る
少

数
精
鋭
主
義
を
モ
″
ト
ー
と
し
て
の
本

市
職
員
の
待
遇
血
に
お
い
て
、
近
隣
同

等
都
市
に
比
べ
若
干
の
開
き
が
あ
り
ま

す
の
を
、
こ
の
際
１
　
鍔
曾
を
お
願
い

由
し
忍
げ
、
今
後
い
っ
そ
う
の
精
励
を

朋
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
明
治
維
新
以
米
百
年
の
記
念
槨
栞
と

し
て
、
前
年
厦
に
引
き
続
き
本
年
度
も

足
助
町
に
お
け
る
昨
年
入
干
し
た
隣
接

地
の
三
万
。
ぢ
メ
ー
ト
ル
余
の
山
林
を

鵬
入
す
る
考
几
で
、
こ
れ
ら
山
林
に
つ

い
て
、
別
途
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
塞

な
条
例
を
も
っ
て
、
適
切
な
運
営
管
理

を
は
か
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
歳
　
　
入

　
以
上
の
歳
出
経
弩
に
対
す
る
歳
八
面

と
し
て
は
、
市
税
収
入
二
十
二
億
七
千

五
自
余
万
円
を
住
に
、
国
県
支
出
金
三

厖
八
千
百
余
万
円
、
義
務
敢
呵
施
設
整

備
事
業
借
入
金
を
主
な
も
の
と
し
て
市

債
な
ど
の
収
入
確
・
哭
と
見
込
ま
れ
る
も

の
を
訂
よ
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
結
牟
。
般
鼎
肘
予
算
総
額
は
、

前
年
度
当
利
予
算
と
比
較
し
ま
す
と
、

二
四
・
六
％
べ
盾
に
お
い
て
は
六
庶

八
千
＝
百
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た

　
　
特
別
会
計

Ｏ
国
民
健
康
保
険

　
逐
年
の
医
療
費
の
増
高
に
伴
い
、
全

国
的
に
国
保
会
計
の
運
営
に
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
か
、
杢
ｍ
に

お
察
再
し
て
も
'
　
C
J
承
知
の
と
お
り
四

十
一
年
一
月
か
ら
家
族
全
体
に
つ
い
て

も
七
割
綸
付
を
実
施
し
て
ま
い
り
書
し

た
。
こ
れ
に
伴
う
医
療
費
の
増
高
分
に
　
　

つ
い
て
は
、
前
年
度
に
お
い
石
辰
即

の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
一
部
の
補
完
措

匯
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
か
、
な
お
本

年
度
の
医
療
費
な
ど
の
推
計
を
見
ま
す

と
相
当
額
不
足
を
生
Ｕ
、
そ
の
袖
て
ん

財
源
を
匹
Ｉ
ま
す
の
で
、
一
般
心
暇
妬

心
依
然
と
し
て
五
千
五
亘
万
円
の
繰
山

金
を
も
っ
て
、
収
支
の
均
衡
を
計
っ
て

お
り
ま
す
。

Ｏ
下
水
道
事
業

　
南
部
下
水
の
早
期
完
成
を
朋
し
て
管

き
よ
埋
設
延
長
鮑
一
万
四
千
メ
ー
ト
ル

忿
九
了
し
、
幹
線
管
さ
よ
の
五
六
％
に

和
当
す
る
下
水
心
を
;
ｒ
成
い
た
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
前
に
一
部
ふ
れ
ま
し
た
が

矢
作
地
区
の
ご
菱
自
動
車
な
ど
の
工
場

進
出
に
伴
う
工
場
排
水
お
よ
び
地
・
区
排

水
総
百
計
山
と
し
て
、
こ
の
地
域
の
河

川
の
汚
吏
防
止
の
た
め
に
、
安
城
市
と

　
　
　
　
　
（
三
面
へ
つ
づ
く
）

美
合
小
な
ど
六
校
を
増
改
築

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
郷
土
館
も
建
設

教
育
費
一
に
総
額
七
億
六
千
三
百
余
万
円

　
教
育
費
に
つ
康
男
し
て
は
、
総
額
七

億
六
千
ご
冒
余
万
円
を
計
上
い
た
Ｌ
ｙ
Ｊ

し
司
こ
れ
は
飢
年
度
に
比
べ
、
二
億

円
近
く
の
哨
額
で
あ
り
ま
す
が
、
主
な

も
の
と
し
ま
し
て
は
、
危
険
校
舎
の
解

消
と
収
容
人
貝
の
増
加
対
丞
ぞ
重
点
的

に
と
り
あ
げ
、
美
合
小
学
校
を
は
ｔ
y
Ｑ

六
校
の
増
改
築
と
利
根
小
学
校
の
屋
内

計
画
い
だ
し
ま
し
た
。
　
　
「
に
建
設
し
、
体
育
器
具
な
ど
を
備
え
ま

　
ま
た
、
現
在
の
中
央
公
会
堂
を
改
造
し
た
が
、
本
年
ぼ
は
以
営
総
合
運
動
場

し
て
、
「
。
郷
土
館
」
と
し
、
郷
土
岡
崎
・
か
ら
伯
排
、
常
儒
経
巾
駒
立
に
い
た
る

の
発
艮
に
つ
く
さ
れ
た
先
人
の
業
績
や

文
化
選
考
郷
土
資
料
な
ど
一
堂
に
集

め
・
、
保
存
と
展
示
の
利
用
に
供
し
た
い

と
考
凡
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ぶ
お
、
市
民
の
体
已
向
上
を
は
か
る

運
動
場
の
建
設
を
剖
画
し
て
お
り
・
ま
す
．
た
め
、
す
で
に
体
育
場
を
聞
岫
公
園
内

ま
た
、
移
転
問
咆
で
足
ぶ
λ
し
て
い

く
郡
市
づ
く
り
も
示
い
議
営
に
五
会
津
中
義
心
つ
い
て
叫
話
地

適
切
な
ご
助
言
と
市
民
の
λ
伍
兄
の
盲
地
盤
調
査
を
終
え
た
の
で
、
ま
づ
所
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要
用
地
力
・
買
収
費
を
計
に
い
た
Ｌ
笙
し

ヨ
つ
一
心
の
成
東
を
習
ら
れ
ま
し
こ
た
。
な
お
義
務
教
育
費
に
お
け
る
父
兄

負
担
皆
欝
爾
に
つ
い
て
は
、
学
校
に

お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
《
費
、
後
援
会
費
の
う

往
復
四
十
キ
ロ
の
路
線
を
選
び
、
了
フ

ン
ン
駅
伝
コ
ー
ス
を
整
㈲
し
て
、
こ
れ

を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
な
ど
に
も
利
用
し
て

弦
月
練
磨
の
普
及
を
は
か
る
た
め
所
要

経
費
を
ぐ
エ
い
た
し
声
し
た
。

公
家
の
人
手
不
足
を
援
助

　
農
作
業
の
委
託
に
応
じ
る

農

業
費
一

　
　
　

一 一 一

営
の
改
善
を
行
な
う
た
め
、
六
百
ベ
タ
ー

タ
ー
ル
の
地
域
を
、
本
年
度
か
ら
五
ヵ

年
間
１
総
事
業
費
五
億
。
千
万
円
を

も
っ
て
県
営
に
よ
る
「
は
場
整
備
事
業

」
を
計
画
し
、
事
業
記
可
を
甲
閑
中
で

あ
０
ま
す
。
さ
し
あ
た
り
・
今
回
は
準
備

の
た
め
の
所
要
経
費
を
計
ヒ
い
た
し
ま

し
た
か
、
こ
の
事
業
に
対
す
る
市
費
助

成
に
つ
き
ふ
じ
て
は
、
今
俊
議
会
に
お

は
か
り
し
決
定
Ｕ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
単
独
市
費
事
栞
に
つ
い
て
は

用
水
路
な
ど
十
四
地
区
の
十
地
改
良
事

業
お
よ
び
農
業
用
施
設
の
艮
Ｗ
繕
の

た
め
の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

児
童
保
育
の
充
実

　
老
人
福
祉
の
増
進
を
図
る

　
民
生
費
は
、
基
唯
単
価
の
改
訂
に
よ
二

り
生
活
保
護
賢
を
は
じ
め
、
児
鼠
ヽ
見

　
煩
匡
に
お
け
る
部
巾
Ｏ
晟
迫
力
傾
向
’
ぺ
公
會
一
之
Ｉ
を
適
当
と
す
る
も
の
・
り
．
農
業
関
係
と
し
て
は
、
忿
巾
八
千
ぷ
か
介
国
的
に
は
じ
め
て
の
・
こ
こ
ろ
λ
と

一
六
、
身
体
障
Ｉ
者
、
精
神
凹
弱
名
な
ど
通
横
断
胆
を
贈
る
こ
と
と
し
、
な
あ
、

は
、
ド
ー
ナ
ツ
型
、
心
所
化
の
振
黍
’
一
．
喩
討
金
勉
め
て
゛
霞
し
こ
・
が
、
急
を
無
家
の
九
割
か
亜
四
七
あ
る
実
情
に
か
ん
し
て
そ
の
成
叫
を
同
借
さ
れ
る
．
育
児
の
福
祉
施
験
措
置
費
の
引
き
上
げ
を
み
高
令
者
に
対
し
ま
し
て
の
、
敬
老
全
力

示
し
ヽ
各
都
巾
訃
だ
の
対
飛
に
苦
慮
し
す
る
も
り
に
つ
い
て
は
、
四
十
二
年
ぽ

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
か
、
本
山
に
声
に
五
百
余
万
円
口
柄
正
ヤ
算
を
お
認
め

い
た
だ
き
、
本
年
．
ぽ
『
は
二
千
万
円
を
計

か
λ
、
稲
咋
作
業
の
集
団
省
力
機
械
化
’
物
冷
蔵
倉
田
も
近
く
完
成
し
、
い
よ
い
て
お
り
ま
す
が
、
持
に
市
民
Ｉ
恬
に
つ

を
促
進
す
る
た
め
農
巣
指
導
セ
ン
タ
ー

に
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
を
配
と
し
て
な
繁

上
す
る
ご
と
も
に
、
明
年
ぽ
以
降
も
さ
朋
の
労
力
不
足
解
消
の
指
導
と
委
託
に

ら
に
検
討
を
加
元
て
い
く
考
え
で
す
。

　
社
会
教
背
の
面
で
は
、
前
力
青
少
年

の
た
め
の
「
高
等
学
院
」
、
「
青
年
婦

応
え
る
と
と
も
に
、
前
年
に
川
き
続
き

農
林
業
青
年
舛
人
層
の
育
成
事
業
の
推

進
お
よ
び
そ
さ
い
園
芸
な
ど
采
中
的
指

美
ヶ
既
、
有
司
、
あ
る
い
は
本
年
厦
詔
入
会
館
］
そ
し
て
「
勤
く
名
の
山
の
家
滞
り
実
包
な
ら
び
に
畜
産
経
営
の
拡
大

」
を
衣
胆
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
に

お
き
謝
し
て
は
、
国
県
の
補
助
を
う
け

、
一
一
一
ｊ
－
』
Ｊ
ｓ
－
一
Ｉ
メ
ー
ー
　
ー
ー
■
－
　
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｌ
―
。
Ｉ
Ｉ
／
Ｆ
ｉ
、
♂
ｊ
Ｉ

に
一
部
は
、
整
然
と
し
た
区
画
街
路
か
・
て
［
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
］
の
蛙
股
を

と
田
口
地
区
タ
バ
コ
綿
晒
の
造
成
筝
業

な
ど
、
値
宍
楯
造
改
善
事
業
の
以
終
年

よ
可
動
運
営
の
時
制
に
入
り
ま
す
か
、
一
な
が
り
・
の
深
い
児
童
保
育
の
重
要
性
ｙ
ヒ
ホ
ー
ム
に
集
会
室
を
心
築
し
て
入
所
者

土
産
者
、
消
費
者
の
と
も
に
効
Ｉ
か
あ
ド
ん
か
み
、
保
育
所
収
貝
の
処
遇
改
善
一
が
趣
妹
に
生
き
る
う
る
お
い
の
あ
る
易

か
る
池
沢
と
し
て
十
分
意
を
川
い
た

こ

を
は
か
り
保
育
内
容
の
充
実
と
向
上
男
に
し
こ
い
と
思
い
ま
す
。
櫓
碍
児
童
の
・

ぶ
可
動
運
営
の
時
制
に
入
り
ま
す
か
ヽ
一
な
が
り
・
の
深
い
児
童
保
育
の
重
要
作
に

と
思
い
ま
す
。

朗
す
る
と
と
も
に
根
恕
旨
園
な
ど
Ｉ
・
れ
葉
Ｉ
國
に
は
水
遊
び
鋤
を
。
μ
け
健
旦

　
＋
地
改
良
男
責
と
し
て
は
ヽ
本
市
画
改
築
を
行
な
い
ヽ
入
添
絢
の
肩
叩
な
休
づ
く
り
の

　
　
助
に
資
し
た
い
と
考

南
部
地
区
に
お
い
て
耕
地
の
区
画
猿
戸
年
少
児
施
設
の
猿
備
を
は
か
る
と
と
も
え
て
お
り
豪
で
。
な
お
、
社
会
福
祉
協

お
よ
び
こ
れ
に
伴
う
退
路
の
新
段
、
改
一
に
過
去
。
年
に
し
て
幼
児
体
育
に
現
咆
廠
会
の
健
全
な
辿
営
の
た
め
、
人
件
費

慶
と
、
こ
れ
に
付
随
す
る
か
ん
か
い
凡
れ
て
き
た
成
績
に
か
ん
か
み
、
さ
ら
に

　 　
　
な
ど
に
つ
い
て
市
費
負
担
の
措
置
を
講

一 一 一

な
ど
ヽ
値
袁
造
改
善
事
業
の
以
終
年
一
水
の
施
設
の
整
歩
乞
ヽ
農
作
業
の
機
有
牛
ｙ
飲
用
補
助
も
引
き
続
き
計
上
い

度
と
し
て
諸
事
業
の
推
辿
を
は
か
る
旦
械
化
と
農
地
の
槃
団
化
に
よ
り
晨
業
経

一
た
し
ま
し
た
・
キ
是
々
涵
哀
爵
策
の

　
こ
の
ほ
か
服
吊
営
住
宅
団
地
の
週
．

片
管
理
に
お
い
て
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
道
路
烈
霖

の
う
ち
、
過
人
二
ヵ
年
で
計
画
ど
お
吼
費
を
計
否
Ｉ
じ
た
。
ま
た
住
宅
内
の

温
作
一
地
造
成
は
従
来
県
費
福
助
を
・
得
て

実
施
し
て
声
蛋
し
た
か
、
条
件
な
ど
で

造
成
力
所
尨
ヂ
沢
苫
す
の
で
、
本
年

吹
は
、
特
に
舗
装
と
あ
い
ま
っ
て
市
独

日
の
計
固
で
遊
園
地
の
造
成
を
行
な
い

住
宅
団
地
内
の
環
境
格
備
に
努
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
庁
舎
を
増
築
　
一
早
期
袈
築
基
の
声
が
出
て
き
ま
し

本
市
の
庁
舎
は
臨
和
ト
五
年
に
樵
だ
た
め
、
こ
の
際
議
会
の
ご
了
承
を
糾

て
、
現
在
位
匯
に
お
け
る
増
改
築
に
踏

λ
き
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
計
回
に

あ
た
り
書
し
て
は
多
数
市
尺
の
日
常
利

便
と
将
来
Ｏ
市
勢
発
展
を
配
膠
し
、
駐

市
場
な
ど
を
考
慮
し
た
近
代
的
な
市
民

し
配
っ
割
引
乱
１
　
』
の
シ
ぶ
ル
七
百
圭
づ
ぷ
落
ａ

没
頭
さ
れ
、
一
部
の
増
築
、
移
築
な
ど
・
庁
舎
の
増
築
と
議
会
関
係
庁
舎
の
新
築

を
は
か
る
も
の
で
あ
ひ
’
ま
す
・
　
一

　
そ
の
他

　
こ
の
ほ
か
一
般
経
費
と
し
て
、
職
員

の
人
件
費
に
お
い
て
は
ヽ
給
与
改
訂
の
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浅
川
に
て
特
別
耶
巾
ト
水
Ｉ
小
気
丿
・
準

備
を
鎚
め
て
お
り
ま
万

〇
と
畜
場
事
業

事
に
取
り
う
う
る
も
の
て
、
完
成
曳
回
診
療
態
勢
を
と
し
の
λ
！
・
腸
晏
祐

一
部
培
の
よ
い
理
想
的
な
高
敏
伴
七
辿
が
と
サ
ー
ビ
ス
の
‐
に
を
ぶ
か
る
所
‐
で

ふ

成
さ
れ
る
も
０
で
あ
り
ま
す
、
　
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
近
八
的
晩
｛
を
口
々
だ
食
肉
目
的
駅
中
心
白
巾
部
土
皿
大
白
桃
と
以
－
ｊ
の
特
認
乱
お
よ
び
Ｉ
友
ご

処
５
　
泌
を
元
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
ヽ
一
張
Ｑ
は
、
赳
」
内
の
岡
．
ｙ
ｙ
・
‐
山
師
の
願
訳
は
、
四
に
「
億
九
千
べ
口
余
犬

引
き
続
き
ム
～
」
は
食
肉
か
価
～
的
二
線
も
泌
定
・
］
雌
所
に
い
た
り
国
心
二
円
べ
加
～
に
石
切
言
蕊
・
Ｉ
六
慰

保
管
す
る
た
め
、
冷
蔵
圃
を
迂
回
し
、
瓜
八
号
パ
て
勺
、
や
、
邸
市
‐
ぶ
圃
働
略
五
千
百
余
．
力
円
の
増
加
と
な
り
、
．
吸

と
畜
垢
題
仰
の
合
川
叱
に
Ｉ
め
た
い
九
‐
人
～
ハ
ッ
美
捉
　
　
９
幹
胴
出
路
を
付
子
弐
べ
特
川
八
「

Ｉ
「
奈
Ｉ
公
計
へ
‥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
ｋ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
一
一
一
￥
１
」
ｊ
一
一
Ｆ

思
う
も
Ｕ
で
あ
り
ま
す
、

Ｏ
区
画
整
理
事
業

　
釣
銭
㈲
苑
の
・
基
盤
と
し
て
、
そ
り
人

…
ｔ
が
開
口

は
、
市
面
行
あ
る
い
は
飢
‥
包
行
に
よ

り
、
着
ｙ
ど
工
事
か
吐
み
、
巾
で
も
中

部
上
地
に
Ｊ
一
山
榴
皿
事
Ｉ
は
、
す
で
に
第

．
工
区
～
一
部
の
仮
換
地
拍
・
疋
を
終
え
、

．
区
白
磁
路
、
公
園
な
ど
円
・
公
共
辿
ぶ
か

築
造
盤
㈲
さ
れ
、
国
心
二
四
八
号
バ
ノ
’

パ
ス
冶
似
の
巾
山
地
叱
か
著
し
ぺ
耽
人

所
川
の
理
想
の
と
お
り
・
ぼ
柚
を
．
」
し

つ
つ
あ
り
・
ま
す
．
引
見
回
米
年
」
は

第
二
工
区
内
に
お
い
て
、
逐
次
仮
換
地

の
指
定
を
急
ぐ
と
と
も
に
心
水
略
の
築

造
な
ど
の
工
事
を
実
庖
し
て
ま
い
る
も

の
で
あ
り
ま
了
・
．

地
区
山
猿
理
事
栞
は
、
基
礎
測
量
を
完

了
し
、
本
年
度
か
4
7
　
梱
的
な
整
地
工

一

四
校
の
佼
舎
０
増
改
築
工
事
か
皿
め
ら

れ
て
お
り
ま
し
た
か
、
こ
の
ほ
ど
完
工

・ ■ I I －

・
と
し
、
だ
巾
的
調
和
ゐ
ヒ
ー
む
た
Ｉ
業
副

-

圃
か
一
飛
疋
０
　
で
年
内
に
認
可
４
　
‐
る
べ

く
舅
り
巾
で
あ
・
り
ま
す
。

　
企
業
会
計

○
水
道
事
業

‐
廓
ぱ
べ
卜
、
～
．
屁
千
八
百
余
万
丿
-
Ｊ

前
り
票
‘
阿
に
対
し
、
．
九
・
六
％
の

伸
び
と
な
り
金
額
に
お
い
て
は
士
二
～

一 一

十
四
日
に
家
康
行
列
、
歴
史
行
列

　
　
　
協
賛
行
事
も
盛
り
た
く
さ
ん

　
川
萌
巾
行
力
・
９
　
光
５
　
乎
で
あ
る
、
さ

く
ら
ま
つ
り
は
、
へ
Ｉ
む
閃
～
の
と
お

絹
矢
石
例
乱
．
白
１
　
デ
回
ロ
か
う
．
－
五
日
ま
で
剛
崎
公

ワ
．
．
・
な
っ
た
の
で
あ
Ｉ
り
ま
ｔ
。

　
以
一
七
．
般
、
特
皿
ヤ
《
水
火
各

　
叩
和
」
い
じ
い
じ
．
に
陽
利
札
服
巾
ム
ゴ
ツ
百
石
概
巡
見
筒
を
申
し
心

賓
に
首
宇
し
て
か
ら
七
～
ロ
ご
迎
・
兄
、
げ
た
よ
ミ
守
ま
す
が
ご
」
の
予
豚
の

末
給
水
地
域
へ
の
配
水
管
内
山
犬
も
大
瓜
～
面
行
に
あ
た
っ
・
て
は
、
俯
Ｉ

部
～
終
り
、
い
Ｉ
λ
い
よ
木
～
Ｑ
か
ら
後

朋
の
工
事
に
か
か
る
こ
と
に
な
Ｉ
り
、
固

ハ
ハ
ド
斜
ぎ
ド

ご
恵
丿
問
と
市
民
な
ら
び
に
各
し
㈲
の
ご

列
．
大
仰
元
Ｉ
か
に
①
ト
ー
匹
臨
市
べ
・
・
万
巾
忘
Ｉ
れ
に

孤
允
ヒ
屯
部
方
面
い
皿
‥
に
配
水
心
か
・

一 一

も
か
た
よ
ら
す
、
そ
０
い
ず
れ
に
も
均

心
遊
し
、
東
部
の
山
巾
、
木
則
旭
‥
｛
｝
・
秤
の
こ
れ
た
健
全
部
巾
の
実
別
に
％
め

高
台
へ
の
冗
Ｉ
送
水
を
侃
山
し
て
お
り
・
る
べ
く
、
い
っ
そ
ら
の
努
り
を
す
る
も

ま
す
。

○
病
院
事
業

の
で
あ
り
ま
す
、
ぺ
読
と
も
な
お
い
っ

そ
つ
・
の
ご
又
援
、
ご
協
力
を
お
訟
い
申

剛
、
帯
で
川
か
れ
ま
「

　
今
年
内
四
回
小
は
別
表
白
ど
お
り
で
す

か
、
そ
力
う
ち
か
ら
工
な
行
事
の
内
容

を
祁
介
し
ま
し
。
ご
つ
。

　
■
ｙ
m
に
行
な
わ
れ
る
酒
ま
っ
り
は
、
呼
び
も
の
の
家
康
行
列
は
ト
‐
‐
Ｉ

午
前
几
時
三
に
し
分
に
収
人
神
仕
を
出
発
．
じ
．
Ｉ
心
ま
す
が
、
今
印
げ
家
声
口
列

に
な
ト
Å
の
徨
い
、
口
～
試
作
列
、
浄
・

瑠
朋
姫
と
八
経
列
、
飛
山
Ｉ
Ｊ
吸
ま
っ
？

回
に
ま
っ
行
列
、
伊
賀
八
幡
乙
遷
陽

列
、
山
巾
べ
幡
デ
ン
デ
シ
ガ
ッ
サ
リ
舛

口
古
兆
と
蜂
羽
賀
引
六
列
、
小
豆
坂
内

し
～
‐
列
、
μ
、
。
優
七
～
。
エ
門
列
、
人

樹
‐
弓
列
、
大
剛
越
Ｉ
寸
列
、
少
弟
新
撰

碍
近
㈲
勇
列
、
お
刺
皿
田
坤
列
、
幌

徊
斉
‐
列
、
源
氏
ホ
タ
ル
列
な
ど
か
ら
Ｉ

な
り
・
、
午
匡
べ
Ｄ
似
八
侈
・
ざ
を
出
発

思
い
心
い
犬
・
個
向
か
・
こ
ら
し
て
、
豪
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
四
ｊ
！
Ｉ
ｒ
ｉ
Ｆ
″
χ
ｊ
』
ｊ
‐
‐

し
て
市
内
を
パ
レ
ー
ド
、
午
‐
に
四
か
六
２
　
、
明
冶
維
新
ロ
リ
万
七
し
て
の
証
言
康
～
列
≒
・
も
こ
人
気
を
呼

ら
は
岡
崎
公
副
題
勁
場
で
、
神
事
、
ふ
雁
１
.
0
1
列
か
参
川
、
こ
れ
は
、
岡
豹
雨
ぶ
こ
と
て
し
Ａ
。

る
ま
い
酒
な
ど
か
あ
る
ほ
か
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
声
Ｉ
白
Ｉ
か
好
二

わ
れ
最
後
に
衿
冒
き
の
も
ち
な
げ
も

　
。
ロ
ひ
Ｉ
八
口
ま
で
行
な
わ
れ
る
行
な
わ
れ
ま
す
。

夜
ぎ
く
ら
照
閲
は
、
百
ワ
ッ
ト
電
球
じ
十
三
口
力
十
評
ロ
に
、
市
卒
い
、
巾

百
ト
六
、
六
ト
ワ
ヴ
ト
の
ぼ
ん
ぼ
り
、
学
佼
の
比
童
、
～
仕
に
ょ
っ
て
行
な
か

カ
ラ
ー
電
巧
白
色
電
～
二
百
十
三
、
れ
る
鼓
笛
．
ブ
ラ
ス
大
バ
レ
・
Ｉ
ド
は
、
・

そ
れ
に
二
百
と
五
自
ワ
ヴ
ト
の
投
光
機
・
小
才
校
十
六
校
、
中
９
　
枚
八
験
が
参
三

な
ど
で
、
川
岫
公
園
．
帯
の
桜
二
千
五

．
白
本
を
回
ら
し
、
東
証
一
と
い
わ
れ
る

川
崎
公
団
の
夜
さ
く
ら
を
満
喫
し
て
い

た
だ
き
ま
す
．

午
後
。
一
時
市
内
四
力
所
か
ら
ス
タ
ー
ト

市
内
主
要
な
通
Ｉ
を
通
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、
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＼
ｐ
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。
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校小　学藤　川

ツ美南部小学校六

４月1 日～150らまつり行事

－‥

さ　く

-

行　　　事　　　名 朗　　　ロ 時　　　　問 場　　　　所

夜　　ざ　　く　　ら　照　明　ｌロ～15 日

桜まっり写真撮影コンクール　1 n～15ロ

モ　デ　ノレ　　亡　閥太展示会　１ロ～卜目

明　　冷　　闘　　化　　叫　1 n～６月30ロ

郷　土　　の　　　文　什，肘　回＝　　/･

第2回校紀iぺ外亡告貰術n: yク‾ﾌﾝ３月5 万31日

岡|i'j釣，仇愛好余皿拒り仁３目～　８目

町　卜　峡　光　写　真　F二　　　　　'/

第２回「回筒巾いい学校町球人公　６　　　　口

伊　レ　八　幡　卜　七　率　祭，0　　　「1

洒　　　寸　　　っ　　　０　７　　　　ロ

伊　汽　べ　l躊　町　悛　工　祭　７　　　　日

た　　こ　　あ　げ　人　会　ア　　　　ロ

累　　　Ｒ　　　人　　　公　７　　　　日

岡　|冷　TfT　尺　俳　句　公　７　　　　日

第S回国||当市創道野武合大公　７　　　　日

第15回市民軟式.'江球人会（巾学校の部）7　　　　日

第５回春分似兄■■:■;.rIソフドドー･ﾚ大会　７　　　　日

釈　町　花　ま　っ　り　８　　　　日

名　　石　　胚　　示　　会　４日～6ロ

妓笛ブラ　ス人　ﾉ々　レート　13　　　口

細川流盆石・彩石画展13　　　口

薫　風　流　煎　芥　大　会13　　　日

三　菱　自　勤　ホ　シ　ョ　ー　13日～14日

家　康　行　列，呼　史　行　列14　　　日

家康まっり写真撮彰コンクール　14　　　日

市　民　川　柳　太　会14　　　口

第13回仝三河アマチュア将棋大会14　　　口

第14回市尺総合バレーボール大会　14　　　日

第7回市民ハンドボール大会14　　　日

第23回市民総合バスケットボール大会　14　　　日

第iO同愛知東西対抗ボクシング大会　14　　　口

市　民　対　撃　大　会　14　　　日

岡　崎　百　貨　見　本　市17日～18日

市　民　浬　謡　大　会20　　　日

市　民　弓　道　太　余21　　　日

第３回春季市民サッカー大会21　　　日

第15同市民軟式庭球大公2!　　　日

第４回美術協会　員　腱27ロ～30月

第４回市民アマチュア囲碁十傑戦28　　　日

近　藤　勇　１　０　０　年　祭29　　　日

午前9時～午後９特

午前^時～午後ぅ町

午後２時～5時

午後8 貼～り時

午後＼時～4時

午　前　１　０　時

午前㈲!..ノ卜後３町

午前10叫ﾍｰ十賎4時

午前10町～午後５時

午後0 叫30分～5時

午前９時～午後４時

午前９時～午筏３時

午前９時～午後５時

午後＼時～４時

午前10時～午後5時

午前９時～午後４時

午後１時～４時

午前日時～午後５時

午前10時～午後５峙

午前９時～午後4時

午後２時～4時

午前10時～午後４時

午前9時～午後５時

午前lo時～午後６時

午前９時～午後３時

午前９時～午後４時

午前９時～午後５時

午前10時～午後４時

午後１時― 4峙

　　岡崎公園一帯

　　法務施殺跡

　　｢回　　竹　　城

　　法務施設跡

　　城　北　企　館

　　岡崎公園運動場

　　伊賀八幡宮

　　岡崎公凩運動場

　　伊賀八幡官

　　矢　作　川　原

　　宝　　柵　　寺

　　巽　　　　　閣

　　菅　生　川　原

　岡崎公園テニスコート　南中学校，羽暇小学校

　日清紡績戸崎工場
　飯　田　公　園

　甲　山　会　館

　市内主要路

　巽　　　　　閥

　菅　生　川　原

　市内主要路

　巽　　　　　閣

　菅　生　神　社

岡崎公園バレーコート

　岡崎北高校

　岡崎高校体育餉

　岡崎公園特設リング

　藤川射撃場

　甲　山　会　館

　巽　　　　　閣

　岡崎公園弓道場

　岡崎公園運動場

岡崎公園テニスコート

市　民　会　館

岡崎公園巽閣

法　　蔵　　寺

●
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●
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